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う
だ
が
わ
た
か
ひ
さ

宇
田
川
隆
久

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

倭
文
神
社
禰
宜

ま
つ
お
な
お
あ
き

松
尾
直
明

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

稲
葉
神
社
禰
宜邑

懲
き
し
も
と
わ
た
る

岸
本
航

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

立
見
神
社
禰
宜

ご
あ
い
さ
つ

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
霧
林
敦

ま
ず
は
、
こ
の
二
年
間
会
一
さ
て
、
こ
の
度
鳥
取
県
神

長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
一
道
青
年
会
の
会
長
に
就
任
さ

た
青
砥
さ
ん
、
並
び
に
事
務
－
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た

局
、
事
業
委
員
を
併
せ
て
お
－
が
、
私
ご
と
き
が
鳥
取
県
の

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
安
江
一
青
年
会
を
代
表
す
る
重
責
に

さ
ん
に
は
任
期
の
期
間
に
「
神
一
就
く
事
を
大
変
心
苦
し
く
感

道
青
年
全
国
協
議
会
五
十
周
一
じ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
記
念
事
業
」
又
、
当
県
で
一
し
か
し
な
が
ら
思
い
返
し
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
「
中
国
一
み
れ
ば
、
会
員
と
し
て
十
数

地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
」
一
年
と
い
う
長
き
に
渡
り
本
会

等
大
き
な
事
業
が
続
き
、
大
一
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
私

変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
一
が
今
現
在
あ
る
の
は
、
諸
先

事
と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
さ
－
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の

ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二
一
で
あ
り
、
ま
た
会
員
の
皆
様

方
の
御
功
績
に
敬
意
を
表
さ
－
と
共
に
歩
ん
で
き
た
れ
ば
こ

せ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、
今
一
そ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
微

後
と
も
鳥
取
県
神
道
青
年
会
一
力
な
我
が
身
な
が
ら
こ
れ
よ

の
行
く
末
を
暖
か
く
見
ま
も
一
り
後
、
向
こ
う
二
年
間
は
新

っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
一
し
い
事
務
局
と
し
て
就
任
頂

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
い
た
小
坂
君
共
々
会
員
の
皆

ｑ

ｈ

口

1

1

く

’
沌
繼
過
醇
識
睦
群
玲
封
謝
榊
裾
呼
誇
却
一
重
点

・
実
務
等
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
事
も
多
く
、
一
一
、

日
々
の
研
鐵
と
努
力
の
大
切
さ
を
実
感
一
二
、

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
先
輩
諸
一

氏
の
ご
指
導
を
戴
き
な
が
ら
誠
心
誠
意
一
三
、

神
明
に
ご
奉
仕
し
て
参
り
た
い
と
思
い
一
事

ま
す
。

一
一
、

一
一
一
、

抱
負
私
が
神
職
と
し
て
ご
奉
仕
す
る
一
三
、

よ
う
に
な
っ
て
二
ヶ
月
が
た
と
う
と
し
一
四
、

て
い
ま
す
。
こ
の
短
い
間
に
も
学
生
の
一

時
と
の
違
い
に
と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
一

で
す
。
先
輩
方
々
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
一

が
ら
、
一
日
も
早
く
一
人
前
の
神
職
に
一
書

な
り
、
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
一
算
｝
予

よ
う
に
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
一
度

て
お
り
ま
す
。
｜
年二’二ｌ

抱
負
私
は
、
今
年
の
春
か
ら
神
職
と
一
び

し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
春
一
難

の
お
祭
り
が
始
め
て
の
経
験
で
し
た
の
一
決

で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ま
だ
未
熟
一
電

者
な
の
で
こ
れ
か
ら
先
、
因
幡
の
相
伝
一
Ⅲ
防

櫟
掘
琴
畦
蛎
諦
噸
唾
雅
啼
郡
蝿
岬
睡
淋
一
報
岬

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
神
職
に
な
れ
る
一
く

様
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
一

へ
へ

平
成
十
一
年
度

烏
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
と
自
己
研
修
の
実
践
一

二
、
単
位
会
会
員
の
相
互
交
流
を
進
め
る
。

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る
。
一

事
業

一
、
県
神
青
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

二
、
県
神
冑
通
信
第
七
号
の
発
行

三
、
単
位
会
に
お
け
る
事
業
の
推
進

四
、
中
国
地
区
氏
青
・
神
青
合
同
研
修
会
等
へ
の
派
遣

様
、
又
諸
先
輩
の
方
々
の
御

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
任
期
を

全
う
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

差
し
当
た
っ
て
の
事
業
と

致
し
ま
し
て
、
本
年
度
重
点

目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
鳥

取
県
神
道
青
年
会
三
十
五
周

年
記
念
事
業
」
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
五
年
に
一
度
の
周

年
事
業
を
成
功
裡
に
納
め
る

た
め
に
も
、
会
員
の
皆
様
に

は
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

又
、
記
念
事
業
後
も
当
会

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
に

し
ろ
、
生
業
に
忙
し
き
中
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
姿
勢
を
望
む
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
へ

の
お
願
い
と
併
せ
ま
し
て
、 く支出の部＞
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総会費

役員会費

事業費

対外派遣助成費

事務費

神青協負担金
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会
長
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

Ｌ
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、
Ｌ
■
ｑ
、
』
■
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、
Ｌ
■
可
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Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
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、
Ｌ
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、
今

こ
の
度
、
平
成
十
一
年
度

「
神
青
協
定
例
表
彰
」
の
「
会

報
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

蕊
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雪
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蕊
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群
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へ

こ
の
賞
は
、
神

道
青
年
全
国
協
議

会
表
彰
規
定
の
細

則
第
三
条
に
該
当

し
た
も
の
で
、
そ

の
表
彰
理
由
と
し

て
「
会
員
ま
た
専

任
神
職
が
少
な
い

中
、
県
内
三
つ
の

単
位
会
が
持
ち
回

り
で
編
集
発
行
し
、

会
員
意
識
の
高
揚

と
相
互
研
鎖
に
努

め
ら
れ
、
そ
の
編

集
方
針
が
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
今

後
の
継
続
発
行
が

期
待
さ
れ
る
。
」
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

表
彰
式
は
平
成

十
二
年
神
青
協
定

例
総
会
（
四
月
十

八
日
於
い
て
神
社

本
庁
）
に
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霧
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敦
会
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編
集
後
記

「
神
青
通
信
」
第
七
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
く
頃
は
県
神
青
の
周
年
事

業
の
頃
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
に
、
県
そ
し
て
単

位
会
の
更
な
る
発
展
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

長
が
代
表
し
て
受
け
ま
し
た
。

本
会
の
「
神
青
通
信
」
は
、

平
成
四
年
十
二
月
十
日
付
で

創
刊
号
（
若
葦
会
担
当
）
が

「
平
素
、
交
流
の
少
な
い
各

単
位
会
の
情
報
交
換
を
兼
ね

る
」
事
を
主
眼
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
表
彰

理
由
に
も
あ
る
よ
う
に
、
事

務
局
に
過
度
の
負
担
が
か
か

ら
ぬ
よ
う
、
且
つ
無
理
が
な

い
よ
う
に
と
の
理
由
で
、
各

単
位
会
が
持
ち
回
り
編
集
発

行
を
し
、
今
回
、
こ
れ
ま
で

の
地
道
な
努
力
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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11年度予算額
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20， OOO

272， 314

604， 314

l()年度決算額
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210， OOO

20， 099

154， 835

486， 934
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騏
麟
獅
子
舞
は
因
幡
地
方

に
伝
わ
る
祭
祀
芸
能
で
あ
る
。

現
在
、
鳥
取
県
東
部
の
約
八

割
の
神
社
に
一
四
九
頭
の
騏

麟
獅
子
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
祭
礼
等
で
獅
子
舞
が

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
騏
麟
獅
子
、
全
国
的

に
み
て
も
、
因
幡
と
但
馬
の

一
部
に
伝
わ
る
珍
し
い
芸
能

で
あ
る
が
、
実
は
遠
く
離
れ

た
北
海
道
に
も
三
カ
所
伝
わ

っ
て
い
る
。

う
ち
一
カ

所
は
釧
路
市

の
鳥
取
神
社

で
あ
り
、
お

れ
は
昭
和
十

五
年
に
皇
紀

二
千
六
百
年

を
記
念
し
て

鳥
取
市
の
聖

神
社
か
ら
伝

え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

も
う
一
カ
所

は
利
尻
島
の

今
年
度
の
若
葦
会
卓
上
研
修

会
は
少
し
目
先
を
変
え
、
卓

上
と
い
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ

ず
、
少
し
郷
土
の
史
跡
等
を

巡
っ
て
み
る
の
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
屋

外
研
修
を
計
画
し
ま
し
た
。

今
回
史
跡
巡
り
場
所
を
気

高
郡
気
高
町
上
光
に
選
定
し
、

地
元
の
加
美
美
都
神
社
（
宮

司
戸
板
重
昭
氏
）
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
ず
加
美
美
都

神
社
に
参
拝
し
、
拝
殿
に
て

地
元
の
郷
土
史
研
究
家
の
岡

田
輝
雄
先
生
に
、
資
料
を
基

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で

戸
板
家
の
墓
地
他
各
種
史
跡

（
行
程
約
５
キ
ロ
）
を
歩
い

て
回
り
、
そ
の
都
度
毎
に
解

説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
頃
は
あ
ま
り
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
の

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
－
の
な
い
計
画
に
し
、
研
修
内
一
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
参

若
葦
魚
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で
、
大
変
良
一
時
よ
り
三
時
間

長
浜
神
社
で
あ
る
。
現
在
、

獅
子
舞
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
獅
子
頭
・
か
や
・
猩
々

面
・
猿
田
彦
面
等
は
地
元
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
数
年
前

ま
で
は
長
浜
神
社
の
例
祭
事

に
境
内
に
飾
ら
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
利
尻
島
の
願
麟

獅
子
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
播

の
背
景
や
経
緯
等
を
紹
介
し

ま
た
、
若
葦
会
で
は
新
し

い
研
修
と
致
し
ま
し
て
、
事

前
に
年
間
の
計
画
を
立
て
て
、

月
に
一
回
の
自
由
参
加
の
研

修
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
基
本
的
に
は
近
隣

の
神
社
の
拝
殿
を
お
借
り
し

て
、
第
四
土
曜
日
の
午
後
二

す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

野
外
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再里へ
程
度
の
無
理
一

の地）

て
み
た
い
。

明
治
一
○
年
代
、
北
海
道

で
は
ニ
シ
ン
漁
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
全

国
か
ら
多
く
の
人
々
が
「
出

稼
ぎ
」
と
し
て
北
海
道
に
渡

り
、
宗
谷
地
方
を
中
心
に
ニ

シ
ン
漁
に
従
事
し
た
。
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ン
衆
」
で
あ
る
。

鳥
取
県
か
ら
も
多
く
の
人

々
が
利
尻
島
に
渡
っ
て
い
っ

た
。彼

ら
は
「
因
幡
衆
」
と
呼
ば

れ
や
が
て
島
内
四
カ
所
に
定

住
し
ニ
シ
ン
漁
に
従
事
し
た

り
、
ニ
シ
ン
粕
作
り
を
行
っ

シ
ン
粕
作
り
を
行
っ

多
々
あ
り
ま
し
た
。

L

だ
い
て
勉
強
と
な
る
》

「
発
展
途
上
中
部
」

中
部
青
年
神
職
会
で
は
、
「
建

国
祭
祭
典
奉
仕
」
「
国
旗
掲
揚

運
動
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
「
鎮

霊
神
社
秋
季
例
大
祭
奉
仕
」

等
の
事
業
を
例
年
実
施
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、
会
員
と
な
り
ま

し
て
年
数
も
浅
く
い
ろ
い
ろ

な
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
「
因
幡
相
伝
楽
」

を
修
得
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
こ
の
研

修
の
別
の
良
い
と
こ
ろ
と
し

て
月
に
一
度
会
員
が
集
ま
れ

る
機
会
で
あ
り
、
今
ま
で
以

上
の
交
流
を
深
め
る
上
で
良

い
機
会
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
横
山
景
昭
）

(翻鰯獅子の保管場所）

た
。

こ
の
う
ち
仙
法
志

長
浜
と
呼
ば
れ
る
地

区
に
は
烏
取
市
里
仁

出
身
の
因
幡
衆
が
移

り
住
ん
だ
。
彼
ら
は

ニ
シ
ン
漁
を
す
る
傍

ら
、
豊
漁
を
祈
願
し

て
番
屋
の
近
く
に
小

祠
堂
を
建
立
し
「
長

浜
神
社
」
と
名
付
け

て
篤
く
信
仰
し
て
い

っ
た
。そ

の
後
、
明
治
三

十
九
年
に
は
社
殿
も

容
に
つ
い
て
は
一

年
間
を
一
単
位
と

し
て
共
通
の
テ
ー

マ
で
の
研
修
と
し

唖
器
炉
唖
暉
毎
調
鉛
丹
承
粗
甜
憩
汚
劇
博
野
蝉
樗
軒
射
出
辞

」
と
が
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輻
鋸
釘
唖
据
申
蒋

改
築
さ
れ
、
祭
礼
行
事
も
盛

ん
に
な
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。

騏
麟
獅
子
が
伝
わ
っ
た
の
は

こ
の
頃
で
あ
る
。
言
い
伝
え

で
は
明
治
の
末
頃
に
因
幡
衆

の
一
人
で
あ
り
、
神
社
総
代

を
務
め
て
い
た
森
本
金
太
郎

が
故
郷
の
鳥
取
か
ら
騏
麟
獅

子
一
式
を
当
神
社
に
奉
納
し

た
と
い
う
。
ま
た
獅
子
舞

に
つ
い
て
は
、
こ
の
騏
麟
獅

子
頭
を
か
ぶ
っ
て
実
際
に
舞

っ
た
こ
と
の
あ
る
方
が
札
幌

の
お
ら
れ
、
お
話
を
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
五
年

生
の
時
に
長
浜
神
社
の
御
幸

祭
の
中
で
麟
麟
獅
子
舞
を
舞

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
・

こ
の
方
は
明
治
四
十
一
年
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
小
学
五

年
生
に
な
る
と
大
正
六
～
七

年
頃
に
な
る
。
さ
ら
に
、

当
時
獅
子
舞
の
師
匠
と
し
て

舞
い
方
を
指
導
し
た
の
が
、

鳥
取
市
秋
里
出
身
の
伊
佐
田

長
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
。

伊
佐
田
長
蔵
は
ニ
シ
ン
建
網

の
親
方
で
あ
っ
た
人
物
で
あ

る
．
文
化
面
に
秀
で
、
彼
の

談
義
を
聞
き
に
連
日
の
よ
う

に
人
々
が
彼
の
家
に
集
ま
つ

（

当
会
は
平
成
十
一
年
八
月

の
総
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

新
陣
容
と
な
り
、
役
員
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
「
さ
あ
、

勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
」
と
な

る
は
ず
で
す
が
、
小
職
と
副

会
長
の
入
江
雅
彦
氏
は
入
会

二
年
の
新
人
、
庶
務
の
門
脇

加
者
の
減
少
、
固
定
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
事
業
を
休

日
中
心
に
実
施
し
て
い
る
の

で
す
が
、
兼
職
の
会
員
が
多

く
、
休
日
出
勤
等
で
参
加
で

き
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
事
業
の
マ
ン
ネ
リ

化
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

守
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り

と
継
承
し
て
い
き
、
新
し
い

も
の
も
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
会
員
だ
け
で
な
く
、

家
族
に
も
こ
の
会
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み

で
の
中
部
青
年
神
職
会
の
発

展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

も
い
ま
す
。

（
池
田
豊
具
）

へ

口
踞
・
ざ
や
哩
貼
品
４
Ｆ
静
静
群
踞
凸
・
守
踞
”
Ｄ
Ｃ
Ｄ
ｑ
駕
●
Ｊ
・
・
鉄
電
路
，

＝

…

た
と
い
う
。

以
上
が
、
利
尻
島
に
伝
わ

っ
た
騏
麟
獅
子
の
伝
播
の
経

緯
で
あ
る
。
現
在
、
庫
の
騏

麟
獅
子
は
町
立
博
物
館
の
中

で
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
地

元
で
は
中
学
校
を
中
心
に
こ

の
願
麟
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
の
動
き
も
あ
る
ら
し

い
。
こ
の
騏
麟
獅
子
に
再
び

息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
、
あ
の

勇
壮
な
る
舞
い
が
最
北
の
地

で
み
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
賀
露
神
社
禰
宜
岡
村
吉
彦
）

康
成
氏
と
会
計
の
中
嶋
俊
史

氏
も
役
員
未
経
験
者
と
い
う

些
か
不
安
な
船
出
と
な
り
ま

し
た
。従

い
ま
し
て
私
達
役
員
が

心
掛
け
た
事
は
、
就
任
一
年

目
は
定
例
の
諸
会
合
を
確
実

に
実
行
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
ず
、
役
員
相
互
の
連

帯
と
意
志
の
疎
通
を
図
り
、

役
員
経
験
者
の
参
与
を
仰
ぎ

な
が
ら
会
員
相
互
に
神
社
神

道
の
未
来
を
考
え
、
向
上
の

努
力
を
す
る
運
営
を
し
よ
う

と
い
う
事
で
し
た
。

次
第
に
そ
の
効
果
が
現
れ

始
め
残
る
一
年
の
任
期
中
に

実
現
し
た
い
研
修
会
や
交
流

活
動
の
原
案
が
会
員
に
よ
っ

て
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
多
種
多

様
な
職
業
を
兼
務
し
乍
ら
の

神
明
奉
仕
は
、
会
の
運
営
に

少
な
か
ら
ず
傷
害
を
も
た
ら

し
ま
す
が
、
現
在
の
西
部
青

年
神
職
会
は
先
達
父
祖
伝
来

の
惟
神
の
道
統
を
受
け
継
ぐ

者
と
し
て
の
確
た
る
決
意
と

内
な
る
誇
り
を
互
い
に
再
確

認
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
木
山
典
明
）
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騏
麟
獅
子
舞
は
因
幡
地
方

に
伝
わ
る
祭
祀
芸
能
で
あ
る
。

現
在
、
鳥
取
県
東
部
の
約
八

割
の
神
社
に
一
四
九
頭
の
騏

麟
獅
子
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
祭
礼
等
で
獅
子
舞
が

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
騏
麟
獅
子
、
全
国
的

に
み
て
も
、
因
幡
と
但
馬
の

一
部
に
伝
わ
る
珍
し
い
芸
能

で
あ
る
が
、
実
は
遠
く
離
れ

た
北
海
道
に
も
三
カ
所
伝
わ

っ
て
い
、
る
・

う
ち
一
カ

所
は
釧
路
市

の
鳥
取
神
社

で
あ
り
、
お

れ
は
昭
和
十

五
年
に
皇
紀

二
千
六
百
年

を
記
念
し
て

鳥
取
市
の
聖

神
社
か
ら
伝

え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

も
う
一
カ
所

は
利
尻
島
の

今
年
度
の
若
葦
会
卓
上
研
修

会
は
少
し
目
先
を
変
え
、
卓

上
と
い
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ

ず
、
少
し
郷
土
の
史
跡
等
を

巡
っ
て
み
る
の
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
屋

外
研
修
を
計
画
し
ま
し
た
・

今
回
史
跡
巡
り
場
所
を
気

高
郡
気
高
町
上
光
に
選
定
し
、

地
元
の
加
美
美
都
神
社
（
宮

司
戸
板
重
昭
氏
）
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
ず
加
美
美
都

神
社
に
参
拝
し
、
拝
殿
に
て

地
元
の
郷
土
史
研
究
家
の
岡

田
輝
雄
先
生
に
、
資
料
を
基

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で

戸
板
家
の
墓
地
他
各
種
史
跡

（
行
程
約
５
キ
ロ
）
を
歩
い

て
回
り
、
そ
の
都
度
毎
に
解

説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
頃
は
あ
ま
り
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
、
大
変
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

若
葦
会
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長
浜
神
社
で
あ
る
。
現
在
、

獅
子
舞
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
獅
子
頭
・
か
や
・
猩
々

面
・
猿
田
彦
面
等
は
地
元
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
数
年
前

ま
で
は
長
浜
神
社
の
例
祭
事

に
境
内
に
飾
ら
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
利
尻
島
の
騏
麟

獅
子
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
播

の
背
景
や
経
緯
等
を
紹
介
し

て
、
第
四
土
曜
日
の
午
後

時
よ
り
三
時
間
程
度
の
無

ま
た
、
若
葦
会
で
は
新
し

い
研
修
と
致
し
ま
し
て
、
事

前
に
年
間
の
計
画
を
立
て
て
、

月
に
一
回
の
自
由
参
加
の
研

修
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
基
本
的
に
は
近
隣

の
神
社
の
拝
殿
を
お
借
り
し

の
な
い
計
画
に
し
、
研
修
内
一
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
参
一

す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

野
外
研
修
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

へへ

の地）

理
一
多
々
あ
り
ま
し
た
。

一
三
だ
い
て
勉
強
と
な
る
こ
と
が

埋
一
多
々
あ
り
ま
し
た
。

て
み
た
い
。

明
治
一
○
年
代
、
北
海
道

で
は
ニ
シ
ン
漁
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
全

国
か
ら
多
く
の
人
々
が
「
出

稼
ぎ
」
と
し
て
北
海
道
に
渡

り
、
宗
谷
地
方
を
中
心
に
ニ

シ
ン
漁
に
従
事
し
た
。
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ン
衆
」
で
あ
る
。

鳥
取
県
か
ら
も
多
く
の
人

々
が
利
尻
島
に
渡
っ
て
い
っ

た
。彼

ら
は
「
因
幡
衆
」
と
呼
ば

れ
や
が
て
島
内
四
カ
所
に
定

住
し
ニ
シ
ン
漁
に
従
事
し
た

り
、
ニ
シ
ン
粕
作
り
を
行
っ

シ
ン
漁
に
従
事
し
た

シ
ン
粕
作
り
を
行
っ

－－L

「
発
展
途
上
中
部
」

中
部
青
年
神
職
会
で
は
、
「
建

国
祭
祭
典
奉
仕
」
「
国
旗
掲
揚

運
動
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
「
鎮

霊
神
社
秋
季
例
大
祭
奉
仕
」

等
の
事
業
を
例
年
実
施
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、
会
員
と
な
り
ま

し
て
年
数
も
浅
く
い
ろ
い
ろ

な
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
「
因
幡
相
伝
楽
」

を
修
得
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
こ
の
研

修
の
別
の
良
い
と
こ
ろ
と
し

て
月
に
一
度
会
員
が
集
ま
れ

る
機
会
で
あ
り
、
今
ま
で
以

上
の
交
流
を
深
め
る
上
で
良

い
機
会
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
横
山
景
昭
）

(甑回獅子の保管場所）

た
。

こ
の
う
ち
仙
法
志

長
浜
と
呼
ば
れ
る
地

区
に
は
鳥
取
市
里
仁

出
身
の
因
幡
衆
が
移

り
住
ん
だ
。
彼
ら
は

ニ
シ
ン
漁
を
す
る
傍

ら
、
豊
漁
を
祈
願
し

て
番
屋
の
近
く
に
小

祠
堂
を
建
立
し
「
長

浜
神
社
」
と
名
付
け

て
篤
く
信
仰
し
て
い

っ
た
。そ

の
後
、
明
治
三

十
九
年
に
は
社
殿
も

容
に
つ
い
て
は
一

年
間
を
一
単
位
と

し
て
共
通
の
テ
ー

マ
で
の
研
修
と
し

品

。

別

＃

謎

’

託

争

い

￥

苧

詫

＝

妻三一

日

咀

改
築
さ
れ
、
祭
礼
行
事
も
盛

ん
に
な
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。

騏
麟
獅
子
が
伝
わ
っ
た
の
は

こ
の
頃
で
あ
る
。
言
い
伝
え

で
は
明
治
の
末
頃
に
因
幡
衆

の
一
人
で
あ
り
、
神
社
総
代

を
務
め
て
い
た
森
本
金
太
郎

が
故
郷
の
鳥
取
か
ら
騏
麟
獅

子
一
式
を
当
神
社
に
奉
納
し

た
と
い
う
。
ま
た
獅
子
舞

に
つ
い
て
は
、
こ
の
騏
麟
獅

子
頭
を
か
ぶ
っ
て
実
際
に
舞

っ
た
こ
と
の
あ
る
方
が
札
幌

の
お
ら
れ
、
お
話
を
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
五
年

生
の
時
に
長
浜
神
社
の
御
幸

祭
の
中
で
騏
麟
獅
子
舞
を
舞

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
は
明
治
四
十
一
年
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
小
学
五

年
生
に
な
る
と
大
正
六
～
七

年
頃
に
な
る
。
さ
ら
に
、

当
時
獅
子
舞
の
師
匠
と
し
て

舞
い
方
を
指
導
し
た
の
が
、

鳥
取
市
秋
里
出
身
の
伊
佐
田

長
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
。

伊
佐
田
長
蔵
は
ニ
シ
ン
建
網

の
親
方
で
あ
っ
た
人
物
で
あ

る
。
文
化
面
に
秀
で
、
彼
の

談
義
を
聞
き
に
連
日
の
よ
う

に
人
々
が
彼
の
家
に
集
ま
つ

（

当
会
は
平
成
十
一
年
八
月

の
総
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

新
陣
容
と
な
り
、
役
員
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
「
さ
あ
、

勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
」
と
な

る
は
ず
で
す
が
、
小
職
と
副

会
長
の
入
江
雅
彦
氏
は
入
会

二
年
の
新
人
、
庶
務
の
門
脇

加
者
の
減
少
、
固
定
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
事
業
を
休

日
中
心
に
実
施
し
て
い
る
の

で
す
が
、
兼
職
の
会
員
が
多

く
、
休
日
出
勤
等
で
参
加
で

き
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
事
業
の
マ
ン
ネ
リ

化
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

守
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り

と
継
承
し
て
い
き
、
新
し
い

も
の
も
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
会
員
だ
け
で
な
く
、

家
族
に
も
こ
の
会
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み

で
の
中
部
青
年
神
職
会
の
発

展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

も
い
ま
す
。

（
池
田
豊
具
）

や
甲
荘
。
Ｈ
や
写
守
駆
心
や
酌
》
ず
ぜ
》
嘩
守
干
蒋
い
〉
涌
鄙
騏
蟄
騨
甥
唾
暉
報
将
門
無
い
咄
咄
咄
諾
報
い
咄
据
戦
器
唖
出
拶
蹄
鞘
覗
甜
壗
咄
蛤
胡
唖

へ

＝

ｰ

一一丙壼 師誇

た
と
い
う
。

以
上
が
、
利
尻
島
に
伝
わ

っ
た
騏
麟
獅
子
の
伝
播
の
経

緯
で
あ
る
。
現
在
、
庫
の
騏

麟
獅
子
は
町
立
博
物
館
の
中

で
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
地

元
で
は
中
学
校
を
中
心
に
こ

の
騏
麟
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
の
動
き
も
あ
る
ら
し

い
。
こ
の
騏
麟
獅
子
に
再
び

息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
、
あ
の

勇
壮
な
る
舞
い
が
最
北
の
地

で
み
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
賀
露
神
社
禰
宜
岡
村
吉
彦
）

康
成
氏
と
会
計
の
中
嶋
俊
史

氏
も
役
員
未
経
験
者
と
い
う

些
か
不
安
な
船
出
と
な
り
ま

し
た
。従

い
ま
し
て
私
達
役
員
が

心
掛
け
た
事
は
、
就
任
一
年

目
は
定
例
の
諸
会
合
を
確
実

に
実
行
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
ず
、
役
員
相
互
の
連

帯
と
意
志
の
疎
通
を
図
り
、

役
員
経
験
者
の
参
与
を
仰
ぎ

な
が
ら
会
員
相
互
に
神
社
神

道
の
未
来
を
考
え
、
向
上
の

努
力
を
す
る
運
営
を
し
よ
う

と
い
う
事
で
し
た
。

次
第
に
そ
の
効
果
が
現
れ

始
め
残
る
一
年
の
任
期
中
に

実
現
し
た
い
研
修
会
や
交
流

活
動
の
原
案
が
会
員
に
よ
っ

て
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
多
種
多

様
な
職
業
を
兼
務
し
乍
ら
の

神
明
奉
仕
は
、
会
の
運
営
に

少
な
か
ら
ず
傷
害
を
も
た
ら

し
ま
す
が
、
現
在
の
西
部
青

年
神
職
会
は
先
達
父
祖
伝
来

の
惟
神
の
道
統
を
受
け
継
ぐ

者
と
し
て
の
確
た
る
決
意
と

内
な
る
誇
り
を
互
い
に
再
確

認
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
木
山
典
明
）

篭
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ま
つ
お
な
お
あ
き

松
尾
直
明

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

稲
葉
神
社
禰
宜

う
だ
が
わ
た
か
ひ
さ

宇
田
川
隆
久

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

倭
文
神
社
禰
宜墓

き
し
も
と
わ
た
る

岸
本
航

所
属
若
葦
会

奉
務
神
社

立
見
神
社
禰
宜

ま
ず
は
、
こ
の
二
年
間
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し

た
青
砥
さ
ん
、
並
び
に
事
務

局
、
事
業
委
員
を
併
せ
て
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
安
江

さ
ん
に
は
任
期
の
期
間
に
「
神

道
青
年
全
国
協
議
会
五
十
周

年
記
念
事
業
」
又
、
当
県
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
「
中
国

地
区
氏
青
神
青
合
同
研
修
会
」

等
大
き
な
事
業
が
続
き
、
大

変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た

事
と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
さ

ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
こ

方
の
御
功
績
に
敬
意
を
表
さ

後
と
も
鳥
取
県
神
道
青
年
会
一
力
な
我
が
身
な
が
ら
こ
れ
よ

の
行
く
末
を
暖
か
く
見
ま
も
一
り
後
、
向
こ
う
二
年
間
は
新

っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
一
し
い
事
務
局
と
し
て
就
任
頂

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
い
た
小
坂
君
共
々
会
員
の
皆

せ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、

…

ご
あ
い
さ
つ

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
霧
林
敦

阜
．
．
■
■
Ｆ
‐
恥
’
■
”
阜
・
垂
凸
ロ
ロ
“

・
・
Ｊ
・
も
▽
ｑ
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Ｄ
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■

田

■

①

４

■

■
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甲

叩

守

■

、

。

■

■

・
・
日
・
ｆ
０
鋪
・
恥
・
◇
。

・
硯
．
。
■
ん
‐
“
，
Ｄ
Ｃ
■
・
母
・
・
ｑ
宮
・
■
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患
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霞
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鶴

縁
N

抱
負
神
職
を
拝
命
し
、
約
一
年
余
り

が
経
過
し
ま
し
た
。
奉
務
神
社
の
祭
式

・
実
務
等
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
事
も
多
く
、

日
々
の
研
讃
と
努
力
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
先
輩
諸

氏
の
ご
指
導
を
戴
き
な
が
ら
誠
心
誠
意

神
明
に
ご
奉
仕
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

抱
負
私
が
神
職
と
し
て
ご
奉
仕
す
る
一

よ
う
に
な
っ
て
二
ヶ
月
が
た
と
う
と
し
－

て
い
ま
す
。
こ
の
短
い
間
に
も
学
生
の
一

時
と
の
違
い
に
と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
一

で
す
。
先
輩
方
々
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
一

が
ら
、
一
日
も
早
く
一
人
前
の
神
職
に
一
書

な
り
、
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
一
算
一
予

よ
う
に
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
一
度

て
お
り
ま
す
。

一
年

一
’

一
１

抱
負
私
は
、
今
年
の
春
か
ら
神
職
と
一
び

し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
春
一
率

の
お
祭
り
が
始
め
て
の
経
験
で
し
た
の
一
決

で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ま
だ
未
熟
一
罐

者
な
の
で
こ
れ
か
ら
先
、
因
幡
の
相
伝
一
Ⅲ

謹
飛
琴
畦
蛎
諦
艫
嶬
》
鑑
識
州
価
建
淋
一
雑

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
神
職
に
な
れ
る
一

様
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

今
一
そ
と さ

て
、
こ
の
度
鳥
取
県
神

道
青
年
会
の
会
長
に
就
任
さ

せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
ご
と
き
が
鳥
取
県
の

青
年
会
を
代
表
す
る
重
責
に

就
く
事
を
大
変
心
苦
し
く
感

じ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
思
い
返
し
て

み
れ
ば
、
会
員
と
し
て
十
数

年
と
い
う
長
き
に
渡
り
本
会

に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
私

が
今
現
在
あ
る
の
は
、
諸
先

輩
方
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
会
員
の
皆
様

と
共
に
歩
ん
で
き
た
れ
ば
こ

感
じ
て
お
り
ま
す
。
微

へ
へ

爾醤鴬鱗謬;雰

平
成
十
一
年
度

烏
取
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画
書

重
点
目
標

一
、
神
道
青
年
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
と
自
己
研
修
の
実
践
一

二
、
単
位
会
会
員
の
相
互
交
流
を
進
め
る
。

三
、
神
青
協
活
動
方
針
事
業
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
進
め
る
。
一

事
業

一
、
県
神
青
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

二
、
県
神
青
通
信
第
七
号
の
発
行

三
、
単
位
会
に
お
け
る
事
業
の
推
進

四
、
中
国
地
区
氏
青
・
神
青
合
同
研
修
会
等
へ
の
派
遣

差
し
当
た
っ
て
の
事
業
と

致
し
ま
し
て
、
本
年
度
重
点

目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
鳥

取
県
神
道
青
年
会
三
十
五
周

年
記
念
事
業
」
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
五
年
に
一
度
の
周

年
事
業
を
成
功
裡
に
納
め
る

た
め
に
も
、
会
員
の
皆
様
に

は
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

又
、
記
念
事
業
後
も
当
会

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
に

し
ろ
、
生
業
に
忙
し
き
中
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
姿
勢
を
望
む
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
へ

の
お
願
い
と
併
せ
ま
し
て
、

様
、
又
諸
先
輩
の
方
々
の
御

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
任
期
を

全
う
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く収入の部＞

く支出の部＞

10年度決算額

30, OOO

12, 893

30, 000

15, 000

13， 892

54, OOO

30, OOO

10, OOO

18， 835

214, 620

零
ｍ
叩
叩
叩
函
函
叩
叩
哩
哩

予
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
３
３

度
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ａ
４
ｑ
ｑ
ａ
４

年
３
２
５
４
２
５
８
１
９
０

１１

１

１
６

項 目

総会費

役員会費

事業費

対外派遣助成費

事務費

神青協負担金

地区負担金

特別積立金

予備費

合 計

篭 》 （

会
長
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
心
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
『
、
。

こ
の
度
、
平
成
十
一
年
度

「
神
青
協
定
例
表
彰
」
の
「
会

報
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

鋳副篝蕊
舛
弐藤瀧

室
三
一
鹿
》

蕊
《
ｗ
恥
隷

唖
腫
》

三
一
禦

修
準

へ
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こ
の
賞
は
、
神

道
青
年
全
国
協
議

会
表
彰
規
定
の
細

則
第
三
条
に
該
当

し
た
も
の
で
、
そ

の
表
彰
理
由
と
し

て
「
会
員
ま
た
専

任
神
職
が
少
な
い

中
、
県
内
三
つ
の

単
位
会
が
持
ち
回

り
で
編
集
発
行
し
、

会
員
意
識
の
高
揚

と
相
互
研
鎖
に
努

め
ら
れ
、
そ
の
編

集
方
針
が
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
今

後
の
継
続
発
行
が

期
待
さ
れ
る
。
」
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

表
彰
式
は
平
成

十
二
年
神
青
協
定

例
総
会
（
四
月
十

八
日
於
い
て
神
社

本
庁
）
に
併
せ
て

行
わ
れ
霧
林
敦
会

悪
識
撚
蕊
癖
議
決

一
蕊
郵
紘
剰
鴬
鞭
鴬
郡

一
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蕊
講
勢
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捧
道
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年
今
擢
弘
一

一
《
一
》
熟
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蕊
壗
唖
容
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鐙
鍾
承
舞
塁
鍾
藻
蕊
壷
認
迩
四
Ｗ
溌

三
毒
〃
鳶
鴦
篭
欝
含
驚
蓄
遭
蕊
稚
驫

一
：
：
一
急
ぷ
ふ
詩
あ
ぶ
敬
譲
畦
晶
へ
篭
》

栂
募
籍
嬢
碓
異
七
薗
嘩
獅
熱
会
綜
室
友
鰯

“可迅ｒ〒幕《帆記念簿譜伽掻斌毒します蕊

熟

鞍

｝
、
平
成
ｆ
《
鮮
唾
弓
十
へ
釣
四
一
蕊
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溌蕊毒慧蕊鍾塞
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編
集
後
記

「
神
青
通
信
」
第
七
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
く
頃
は
県
神
青
の
周
年
事

業
の
頃
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
に
、
県
そ
し
て
単

位
会
の
更
な
る
発
展
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

長
が
代
表
し
て
受
け
ま
し
た
。

本
会
の
「
神
青
通
信
」
は
、

平
成
四
年
十
二
月
十
日
付
で

創
刊
号
（
若
葦
会
担
当
）
が

「
平
素
、
交
流
の
少
な
い
各

単
位
会
の
情
報
交
換
を
兼
ね

る
」
事
を
主
眼
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
表
彰

理
由
に
も
あ
る
よ
う
に
、
事

務
局
に
過
度
の
負
担
が
か
か

ら
ぬ
よ
う
、
且
つ
無
理
が
な

い
よ
う
に
と
の
理
由
で
、
各

単
位
会
が
持
ち
回
り
編
集
発

行
を
し
、
今
回
、
こ
れ
ま
で

の
地
道
な
努
力
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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項 目

会 費

助成金

雑収入

前年度繰越金

合 計

1 1年度予算額

102， OOO

210， OOO

20， OOO

272， 314

604， 314

10年度決算額

102， OOO

21C

2C

154

48E

OOO

099

835

， 934
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